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情意的立場から合理的立場への匚視点」の転換による概念の獲得
一小学校第３学年「地域の特産物」を事例にして－

Acquiring 
ａ Concept by Changing 丘om an Emotional to ａ Rational Standpoint:

Case Study of ａ Lesson in the 3“ Grade of Elementary School ｏｎ “Special Products of the Areaグ

Ｉ　問題の所在
これまで体験的，問題解決的な学習が重視され

てきた
小学校社会科においても，社会の見方，考

え方となる概念を獲得させるための
，科学的な方

法による探究学習が求められている。
平成20年版『小学校学習指導要領解説社会編』
には，第３学年，第４学年匚地域の発展に尽くし

た
先人の働きについての理解できるようにする」
1），第５学年「‾産業に従事している人々 の工夫や

努力を理解できるようにすること
」2），第６学年

匚人物の働きを共感的に理解できるようにするこ
と」3）の記述かおるＯ
このような，匚理解」を基本原理とする小学校
社会科Ｏについて，二階堂年恵は，次のように
述べている。

社会的事象を人間の行為の所産であるととらえ
，それ

を把握するためには
，行為者の意図，目的，動機を知る

ことか必要であると考える
。そのため行為者に対して，

匚共感」匚感情移入」することにより行為者の意図
，目的，

動機を把握し
，なぜ行為者がそのような行為を行ったか

を探究することになる。5）
池野範男は，このような厂理解」による社会科
授業の利点と課題について次のように述べている。

子どもたちに活動内容に関して批判的吟味をせず
，社

会的役割や態度として受容させている
。（中略）理解を

基軸とした社会科は個人のレベルから認識をはじめるの
で社会認識が子どもたちにしやすいという利点かあるか

，
理解は個人の行為レベルに留まり，社会全体レベルの認
識に至らない6）
このように，共感による理解は，他者の活動内
容について，批判的吟味をすることなく受け入れ

るため
，匚人々 の工夫は，すばらしい。困難を乗

り越えた努力や働きもすばらしい。」という情意

小　田　浩　平
(篠山市立味間小学校)

的な学習になりがちであった
。ｲ固人の行為レベル

の認識にとどまることなく
，社会のしくみを認識

するためには
，社会の見方や考え方となる概念を

獲得することが求められる。

米田豊は
，社会の見方や考え方となる概念を獲

得するための
，匚工夫と努力」の扱いについて，

次のように述べている。
人々の「工夫と努力」を科学的に扱うことが大切であ
る
。しかし，人の顔が見えない実践では，無味乾燥な授

業となる
。人々の「工夫と努力」への共感から授業が始
まっても
，「原因と結果」の分析的思考で収束させるこ

とか大切である。7）

つまり
，子どもが認識しやすい匚共感」による

理解から出発しても
，その共感を科学的な方法に

よって
匚分析」する探究過程に組み込むことがで

きれば
，社会の見方，考え方となる概念を獲得し
ていくことが可能となるＯ
以上のことから，本研究では，理解を基本原理

とする小学校社会科の課題を克服するために
，共

感の段階を科学的な探究過程に組み込むことで
，

概念の獲得を
可能にする手立てを明らかにする。

その上で
，小学校３年生における授業モデルを構

築することを目的とする。

ｎ　立場の「視点」

ここでは
，共感から分析に至るための，科学的

な探究過程について論じる。

佐伯胖は
，あらゆる知性の根源には匚共感」が

あるとし，次のように述べている。

ただ主観の赴くままに任せるわけではなく
，むしろそ

の事物のもつ制約の厳しさを実感して受け入れるという
点で
，明らかに，「客観性」（自らの恣意性ではなく，対
象世界が「そうならざるをえない」制約や法則に従って

―11



いること）を匚自分事」として実感しているのです。8）
佐伯の述べる共感とは，情意による主観的な理
解だけを意味するのではなく，その事物のもつ制
約や法則を受け入れた客観的な社会に関する認識
も含み込んでいる。このような客観的な認識に関

わる共感と関わりが深い考え方と
して匚視点」か

おる。佐伯は，匚視点」について，次のように述
べているＯ

厂視点」というのは
，常に「誰か」の視点なのである。

その「誰か」は
，たしかに何らかの活動をしようと意図

しており
，何かについて関心をもっている。その意図や

関心を類推しながら
，次々と情報を選択的に処理し，い

ろいろな刺激の流れを
，その活動主体の目的，意図，関

心事との関連のうちに位置づけるのである。9）
佐伯の述べる匚視点」とは，誰かの匚立場にな

る視点
」である。認知心理学の研究成果によれば，
この匚立場の視点」は，動かすことによってこそ
客観的な認識が可能になる。匚視点を動かすこと」
の機能は次の３点に，まとめることができる10）。

①視点を動かすことは，対象に対する問いや仮説を生
成する。
②視点を動かすことは

，対象認識のほかに，それを見

ている自己の視点のあり方についての認識（視点認識）を伴い，自己を相対化させる。
③視点を動かすことは

，知覚できることにとどまらず，
概念理解においても認識を深める。

視点を動かすことによって
，問いや仮説を生み

出し
，自己を相対化させ，概念を理解することが

できれば
，視点を動かすことは，科学的な方法に

よる探究過程において有効な授業方略となる
。

共感的な理解から社会の見方となる概念を獲得
させた事例として

，佐藤章浩の実践研究があげら

れる
。佐藤は，仮説的推論を用いた「‾立場の視点」

の転換によって
，小学校３年生段階では難しいと

されていた経済概念の獲得に成功している11）
。

佐藤は
，匚消費者から販売者へ視点を切り替え

させていくことが有効である
」とし，次のような

「‾立場の視点」の厂取得・切り替え・統合」をお
こなっている。
第１段階　消費者の視点の取得
第２段階　消費者から販売者へ視点の切り替え
第３段階　販売者の視点の取得
第
４段階　消費者・販売者の両視点を統合

ここで
，消費者と販売者の視点について分析す

る。第１段階の安売りを望む匚消費者の視点」は，

個人の行為レベルの認識にとどまる厂立場の視点
」

である
。それに対して，第３段階の消費者の視点

を批
判する販売者の視点は，社会全体の認識につ

ながる経済概念の獲得を
可能にする匚視点」である。

つまり
，共感的な個人レベルの認識から始まって

いても
，匚視点」を転換すれば，社会全体の認識

に至っていることがわかる。
ここで，「‾立場の視点」の転換が，概念の獲得

とどのように関連
しているのかを明らかにするた

めには
，個人の行為レベルの認識にとどまる「‾視

点
」と社会全体のレベルの認識に至る匚視点」と

レベルの異なる二つの匚立場の視点」を分類する
ことが必要である。

宇佐美寛は
，人の行動と概念の意味について，

次のように述べている。

どんなバケツでも極微小の穴はおいているのであるが
，

そのような分子レベルのことが通常は問題にならないの
は
，厂バケツで水を運ぶ。」という観点でバケツを見てい

るからである
。書いたり運んだりする行動的なかまえが

先にあるから
，これらの概念は成り立つのである。12）

また
，概念を成り立たせるために必要な分析に

ついて次のように述べている。

思考分析は
，自己完結的ではなく，おしつめると母体

であり意味の基準か発生する基盤である行動の分析が問題になってくるはずである。13）
このように，人の行動を分析することで，概念
に対する行動の基準が発生する。「宇佐美の述べ
る意味の基準を，本研究では，匚立場の視点」か

ら発生することを重視し
，行動の基準と呼ぶ。）

このような人の行動が，社会事象の意味を理解す
るための根底にある。
社会学者アルフレッド・シュッツ(Alfred
Schutz)は，行動と行為の関係について，次のよ
うに述べているｏ

厂学校に行く」という行為は
，未来に「学校に到着し

た」という完了の状態が
，まずは文字通り未来完了的に

投企されることで始まる
。そうした状態が期待され思い

浮かべられよう
。そしてそのように投企された状態に，

今＝現在の時点から注意を向けつつ
，と同時に，そこへ

と至るプロセスの中で種々に起こりうる諸々の行動
，そ

れは時々刻々
，さまざまな出来事が発生し，それらにも

時々刻々注意が向くことになるので
，さまざまな行動と

いうことになるが
，これらが順次整序されていくことに

より，ひとつの行為過程がなって，行為が完遂され
る。14）
社会科では，様々 な人の行為を学習する。この
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とき
，行為を分析することによって，行動を順次

整序するための
，行動の基準が明らかとなり，社

会事象を厂立場の視点
」から認識できる。

シュッツは
，この行為について，情緒にしたが

う行為と
，合理的熟慮にしたがう行為の二つに分

類している
。このうちの合理的熟慮にしたがう行

為については
，その行為者のもつ目的に基づく体

系的な計画を知っており
，その行為が，行為者に

とって
，どのような意味連関の上に成り立ってい

るのかがわかることを前提としている15）
。

このような合理的熟慮にしたがう行為者の「視
点
」は，これまで批判を受けてきたような情意に

よる厂立場の視点
」とは，質の異なる匚視点」で

ある
。合理的熟慮にしたがう行為者の厂視点」と

は
，行為者の意図や目的を達成するための様々な

行動を制約や体系的な計画の中に位置づける合理
的な匚立場の視点

」であるといえる。

以上のことから
，本研究では，匚立場の視点」

を次の二つに分類し，定義する。

｢情意的立場の視点｣人物への共感に基づく，情意的な行動の基準をもつ
視点
｢合理的立場の視点｣
社会諸科学の研究成果である概念に基づく

，合理的
な行動の基準をもつ視点

Ⅲ　探究過程における「視点」の転換と概念の獲
得のモデル
１　複数の視点と概念

社会科で獲得すべき概念とは
，目に見えない社

会事象間の関係を説明するものである
。苅谷剛彦

は
，概念には，匚複数の視点」によってとらえら

れるものがあるとし
，厂過労死」を例にして次の

ように述べている。

過労死は
，ひとりの人間の死という実体を越えて，

匚働かせる側の問題と働く側の問題の複合によって作られた問題である」，という問題自体のとらえ直しを通じ

情意的立場
｢消費者｣

行動の基準

普段より安い
から買う

て登場した告発的な概念です
。16）

「過労死
」のように，複数の「立場」の間にあ

る概念を獲得するためには
，立場を転換し，それ

ぞれの立場から社会事象を捉えることが必要不可
欠となる
。佐藤の実践における経済概念について

も
，経済活動は，販売者と消費者の双方の立場が

関係していることから
，両方の立場からとらえる

ことが求められる。

２　「仮説的推論
」と「なぜ疑問の発見・把握」

本研究では
，匚視点の転換」は，科学的な方法

による探究過程に有効に機能しているとの仮説に
立ち
，佐藤の実践を手がかりにして，「‾立場の視

点
」の転換と探究過程との関連を分析検討する。

ここでは
，二つに分類した匚情意的立場の視点」

と匚合理的立場の視点」を抽出し，分析すること
にする。
なお
，科学的な方法による探究過程については，

数ある探究学習の中でも
，匚習得した知識「取得

した匚視点
⊃を活用する場面」を明確に組み込

んでいる米田豊の匚探究Ｉ」の授業構成理論に依
拠することにする謬）

科学的な方法による探究過程の始まりは
，匚な

ぜ疑問の発見
・把握」であるＯ始めに匚なぜ疑問

の発見
・把握」と匚立場の視点」との関連を明ら

かにする
。子どもが日常的な経験に基づいて取得

できる厂消費者の視点
」とは，匚安く買いたい」

という匚情意的立場の視点
」である。もし，ここ

で
，冂青意的な販売者の視点」に転換しても匚な

ぜ疑問
」は発見されない。

それは
，匚情意的立場の視点」を転換させても，

匚安売り
」の知識を批判せず，匚販売者は，消費者

が喜ぶように安売りをしている」という日常的な
認識にとどまるからである（図１）

。
日常的な認識を乗り越えるために，佐藤は仮説

「安売り」

消費者を喜ばせる
ために販売者が商
品を安く売ること

行動の基準
消費者に喜んで
もらいたい

情意的立場
｢販売者｣

図１：「情意的立場の視点」の転換による「安売り」の知識
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的推論を用いている
。佐藤の述べる仮説的推論と

は
，「‾複数の立場が調和を保っている現実社会の

枠を離れ
，独立した立場から社会事象をとらえる

ことで
，仮定して考えた見方や解釈と，現実との

ズ
レを認識することができる」という手だてであ

る18）
。日常的な認識のままで匚視点」を転換する
ことと，仮説的推論によって匚視点」を転換する

ことの違いは何か
。それは，匚情意的立場の視点」

の行動の基準から厂理想の状態」を生み出してい
ることである。

吉水裕也は
，問題とは，匚あるべき姿」と匚現

状
」との「‾ギャップ」を認識することによって，

発見
・把握されると述べている19）。仮説的推論と

は
，情意的立場の視点から，匚理想の状態」を子

どもに考えさせ
，情意に基づいた極端な状態を想

起させることで
，現実とのギャップを把握させ，

問題を発見・把握させるための手法であるともい
える。

佐藤は
，子どもに，厂無制限の安売り」を理想

の状態としてとらえさせた後
，匚本当にそうしよ

うか
」と問いかけることで，「現実の安売り」と

のギャップから
，子どもに匚なぜ，無制限の安売

りがだめなのか」という疑問を発見，把握させて
いる。
以上のことから，冂青意的立場の視点」から

「理想の状態
」を想起させ，「現実の状態」とのギャッ

プを認識させることができれば
，「なぜ疑問」を

発見・把握させることができる。

３　異なる立場への「視点の転換」と「予想・仮
説の設定」

次に
，「視点の転換」と「予想・仮説の設定」

との関連を明らかにする
。理想と現実のギャップ

によって「なぜ疑問の発見
・把握」した場合，子

どもは
，一方の立場からの極端な「理想の状態」

を批判するために
，一旦異なる立場へと視点を転

換し
，「もし，そうなったら異なる立場はどうな

るか
」という仮説的推論をすることで予想や仮説

を立てることができるようになる
。佐藤実践の場

合
，この転換によって，子どもが，無制限の安売

りを批判し
，「販売者の給料が支払われなくなる」

などの，予想，仮説を設定することができている。

-

４「合理的立場の視点」の取得による「説明的知
識の習得」

匚資料の収集
・選択・検証」の段階では，厂合

理的立場の視点
」を取得させることができる。教

師が
，資料によって，子どもに販売者側の行為

（商品の仕入れ
，給料の支払い，設備の維持）に

着目させ
，販売者の行動を体系的な計画（利潤の

追求）の中に位置づけさせる
。その結果，経済活

動における合理的な行動の基準として
，匚原価」

と「利潤
」の概念を獲得する。そして，経済概念

が含み込まれた厂合理的な行動の基準
」によって，

なぜ疑問の解としての説明的知識が習得されるこ
とになる。

探究過程と匚視点の転換
」による概念の獲得と

の関連で，明らかとなったことは，次の３点であ
る。

①「情意的立場の視点
」から「理想の状態」を想

起させ
，「現実の状態」とのギャップを認識す

ることができれば，厂なぜ疑問の発見・把握」
につながる。

②「なぜ疑問
」に対する「視点」の転換は，一方

の情意的立場から見た「理想の状態
」を批判す

るため
，「予想・仮説の設定」に有効である。

③予想
，仮説の検証によって取得した「合理的立

場の視点」には
，社会全体の認識を可能にする

概念が含
み込まれている。

以上の･ことから
，冂青意的立場の視点」から

厂合理的立場の視点
」への転換は，探究過程に有

効に機能し
，概念の獲得を可能にすることが明ら

かとなった
。これまで論じてきた厂視点」の転換

と探究過程との関連モデルは，図２のようになる。
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探究過程

図２：探究過程における「視点」の転換と概念獲得のモデル

Ｖ　探究過程における「視点」の転換を組み込ん
だ社会科授業開発
１　小学校３年生単元「地域の特産物」における
「視点」の転換
探究過程における匚視点

」の転換と概念獲得の

モデルに基づき
，小学校３年生単元匚地域の特産

物
」の授業モデルの開発を行う。

兵庫県篠山市の特産物である黒豆は
，篠山市の

ほとんどの農家が栽培しており
，他の特産物と比

較しても生産量は多い
。本単元では，農家の人々

による黒豆の栽培を通して
，厂需要と供給」の経

済概念を獲得させることを目的とする
。

本授業モデルの指導は
，全四次10時間で行う。

第
一次では，篠山市の黒豆の生育についての知

識の習得と並んで
，日常生活と黒豆との関わりを，

家庭での聞き取り調査などで十分に理解させ，

-

匚情意的立場の視点Ｂ
：消費者」を取得させる。

第二次では
，黒豆作り農家の人々の工夫や努力

をミクロに学習する
。共同で機械を使っているこ

となどから
，農家は「‾できるだけお金や手間をか

けずに
，おいしい黒豆を栽培している」という

冂青意的立場の視点Ａ：黒豆作り農家の人々」を
取得させる。

第三次では
，まず，匚なぜ疑問の発見・把握」

をさせるために
，第二次で取得した冂青意的立場

の視点
：　匚黒豆作り農家の人々」を応用し，匚で

きるだけ手間やお金をかけずに
，立派な黒豆を収

穫するために
，もし，どこかの作業をなくすとす

れば
，どの作業がなくせるだろうか」と仮説的推

論させることで
，子どもに匚理想の収穫」に着目

さ
せる（仮説的推論Ａ）。
黒豆作り農家の人々にとって，お金や手間をか
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けず
，おいしい黒豆を収穫するためには，乾燥の

作業がない方が理想である
。自然乾燥によって１

月の終わりに収穫すれば
，乾燥機のお金も，手間

もかからず
，裂皮や割れ豆がほとんどない立派な

黒豆を収穫できる。

しかし
，匚現実」には，ｎ月の終わりに収穫し

ている
。ｎ月の黒豆は，まだやわらかく，稲木な

どに干して
，予備乾燥させた後，乾燥機を使う。

乾燥は
，乾燥機を借りるお金が必要なだけでなく，

急な乾燥によって
，皮が裂けたり，豆が割れたり

しないようにと最も注意が必要で，手間のかかる
作業である。
ここで
，理想と現実の間にギャップが生まれ，

匚なぜ
，黒豆作り農家の人々は，１月の終わりに

は自然乾燥し
，収穫できるのに，お金も手間もか

かり
，裂皮や割れ豆が出るのに，ｎ月の終わりに

収穫（現実の収穫）するのだろう
。」というなぜ

疑問を発見することができる
。

次に
，匚予想・仮説の設定」のために，子ども

に
，匚本当に，全ての黒豆を１月の終わりに収穫

してしまおうか
。」と問いかける。

この時
，子どもは，生産者から消費者へと匚視

点
」を転換し，匚もし，全ての黒豆を１月の終わ

りに収穫した場合は
，どうなるだろうか」と，消

費者の立場から
，仮説的推論することになる。

（仮説的推論Ｂ）

子どもは
，第一次の学習によって，黒豆の煮豆

を正月に食べることを知っているので
，「‾正月の

煮豆で食べることが多いので
，12月中に出荷する

方が
，たくさんの黒豆が売れるのではないか」な

どの仮説を設定することができる
。仮説的推論に

よる匚予想
・仮説の設定」によって，個人レベル

の冂青意的な農家の人々の視点
」から，匚情意的

な消費者の視点
」へと，転換した上で，さらに黒

豆の販売時期（需要）を意識した匚合理的な農家
の人々の視点
」の取得へと向かうことになる。

匚資料の選択
・検証」段階においては，正月の

黒豆の需要に合わせて
，匚12月までの出荷量を多

いことを示す資料
」や匚早く出荷する方が高く売

れることを示す資料
」を提示することによって，

匚生産者は
，消費者のほしい時期（需要）に合わ

せて，出荷（供給）すれば，高く売ることができ

-

るので
，収穫時期を調整していること」がわかる。

この検証によって
，匚需要と供給」の経済概念に

基づいた行動の基準を持つ厂合理的立場の視点
：

黒豆作り農家の人々の視点」を取得することがで
きる。

仮説を検証する資料を読み取ることで
，社会全

体レベルに関わる認識することができれば
，匚な

ぜ疑問
」の解として，匚黒豆作り農家の人々は，
乾燥にお金や手間がかかっても，消費者がほしが

る正月の時期に合わせて
，出荷すれば，たくさん

の黒豆が高く売れるので，ｎ月に収穫している。」

という説明的知識が習得され
，下線部のような

厂需要と供給
」の経済概念が獲得される。

以上のことから
，農家の人々への共感による理

解から始まっても
，科学的な方法による探究過程

の中で
，匚視点」を転換させることによって，概

念が獲得された
ことになる。

これまで論じてきた
，厂地域の特産物」の探究

過程における「‾視点の転換」と概念の獲得は
，図

３のようになる。

最後に
，単元匚地域の特産物」の全体計圉にあ

わせ
，「‾視点」の転換が組み込まれている第三次
第９時についての指導案を示す。
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探究過程

情皀的な行動の基準

仮説的庖侖Ａ

情意的立場
の視点
Ａ

｢黒豆作り農家の人々 ｣

視点の
転換

人物
への共感に基づく知識

お金や手間をかけずにおいしい黒豆
を作りたい。

｢なぜ疑問の発見・把握｣

なぜ
，黒豆作り農家の人々は，自然に収穫できる１月の終わりで
はなく，お金も手間もかかるｎ月に収穫するのだろうo

現実の収穫
乾燥で
，お金も手間も

かかるのに
ｎ月の終

わ叫こ収穫する。

ギャップ

理想の収穫

黒豆の生長に合わせ
て
，１月の終わ叫こ
収穫する。

｢予想・仮説の設定｣

黒豆作り農家は
，消費者が黒豆をほしがる正月のおせち料涯にあ

わせて
，お金や手間がかかっても，11月に収穫した方が，たくさ

んの黒豆が高く売れて，もうかるのではない飢

「資
料の選択・検証」
黒豆の出荷隴と出側面格の表
農家の人の話（出荷時期の調整）

『説明的知識の習得』

黒豆作り農家の人々は
，乾燥にお金や手間がかかっても，消費

一
者がほしがる正月に合わせて出荷すれば

，たくさん高く売れるの
で，ｎ月に収穫している。（下線部は「需要」と「供給」の椢念）

仮説的
前島Ｂ

行為の
分析

合理的な行動の基準

情意的立場
の視点
Ｂ
｢消費者｣

視点の
転換

合理的立場
の視点

｢黒豆作り
農家
の
人々 ｣

図３：小学校３年生単元「地域の特産物」における「視点」の転換と経済概念の獲得
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２

「地域の特産物」 における単元計画

次 時 目標 厂視点」の取得 習得する知識

第
一
次

第
１
時

・篠山市で，たくさんの黒

豆が作られているわけに

ついて，学習していく計

圓を立てることができる。

・篠山市では，様々な特産物の中でも，黒

豆が最 も広い面積で作られている。

第
２
時

・篠山市の黒豆の消費時期

や，他の商品にも「‾丹波

篠山黒大豆」の名前が使

われていることを理解す

る。

＠情意的立場の視点

｢消費者：正月 に，

おいしい黒豆の煮

豆を食べたい｡｣

(家 庭での聞き取

り調査など)

・正月のおせち料理で，黒豆の煮豆を食べ

る。

・丹波黒大豆は，他の商品にも名前が使わ

れている。

第
３
時

・篠山市の自然条件が，黒

豆作りに向いている理由

を説明することができる。

・篠山市は，標高の高い盆地で，昼夜の気

温差が大きい。 また，土は粘土質で保水

力 かおる。篠山市の自然は黒豆作りに向

いている。

第
一
一次

第
４
Ｓ
８
時

・篠山市の農家の人々の黒

豆作りの様子を見学し，

聞き取り調査をすること

で，黒豆の栽培 に関する

工夫や努力を理解する。

＠情意的立場の視点

｢ 黒豆作り農家の

人々：毎年，おい

しい黒豆をできる

だけ，お金や手間

がかからないよう

に，工夫しながら

栽培し，確実に収

穫している｡｣

(黒豆作り農家の見

学，聞き取り調査)

・農家の人 々は，確実に芽が出るように，

黒豆のへそ（根が伸びる所）を下に向け

てまいていることや，台風で黒豆の枝が

倒れないように支柱を立てているなどの

工夫をして，大きくておいしい黒豆を育

てている。

・共同で機械を購入し，少ない費用で手間

をかけずに，栽培している。

第

一一
一
次

第
９
時
本
時

・黒豆作り農家の人 々が，

お金も手間もかかるのに

ｎ月 に収穫する理由を説

明することができる。

ｅ 合理的立場の視点

｢ 黒豆作 り農家 の

人々：収穫時期を

早め，消費者のほ

しがる時期に合わ

・黒豆作り農家の人々は，乾燥にお金や手

聞かかかっても，消費者がほしがる正月

の時期に合わせて，出荷すれば，たくさ

んの黒豆が高く売れるので，ｎ 月 に収穫

している。

（下線部：「‾需要と供給」の経済概念の獲

得）

せて，出荷するこ

とで，たくさんの

黒豆を高く売るこ

とができる｡｣
－
(｢ 仮説の検証｣ に

よる概念の獲得)

第
10
時

・篠山市の黒豆がたくさん

作られているわけについ

て，栽培や販売の工夫と

結びつけながら理解する。

・黒豆作り農家の人々は，篠山市の自然条

件をいかしながら，正月に間に合うよう

に収穫すれば，高く売れてもうかるので，

たくさんの黒豆を作っている。

－18 －



(1)本時の目標

・黒豆作り農家の人々は，乾燥にお金や手間かか

かっても，消費者のほしがる正月に時期に合わせ

て出荷すれば，たくさん高く売れるので，ｎ月中

に収穫していることを説明できる。(知識理解)

(2)本時の展開

段

階
学習活動〔視点の応用と転換〕 発問( ＠)・指示(▼) 予想される子どもの反応（・） 資料

な

ぜ
疑
問

の
発
見

把
握

１．黒豆の栽培についての学

習を思い出す。

〔情意的立場の視点：黒豆作

り農家の人々の応用〕

２．かかるお金や手間をへら

せる作業について知る。

〔理想の収穫〕

３．現実の黒豆の収穫につい

て知る。

〔現実の収穫〕

＠黒豆作り農家の

人々は，どのよ

うに黒豆を栽培

していたでしょ

う。

＠もし，黒豆作り

で，なくてもよ

い作業があると

すれば，どれだ

ろう。

▼黒豆作り農家の

人の話を読んで

みよう。

・立派な黒豆を作って，みんなに喜んで食

べてもらいたい。

・共同で買った機械で作業するなど，でき

るだけお金と手間がかからないように栽

培しているな。

・１月の終わりには，黒豆が自然に乾燥し

て，収穫できるな。

・11月に収穫すると，乾燥にお金や手間が

かかって，大変だ。

・黒豆が割れたり，皮がさけたりすること

もあるからもったいない。

資料１

黒豆の生育

カレンダー

資料２

黒豆作り農

家の人の収

穫の話

｢なぜ，黒豆作り農家の人々は，１月の終わりには自然に乾燥し，収穫できるのに，お金

や手間のかかる乾燥機を使ってまで，11月の終わりに収穫するのだろう｡｣

仮
説

の
設
定

４．なぜ，11月の終わりに収

穫するのかを予想する。

〔厂情意的立場の視点：消費

者」への転換〕

＠全ての黒豆を１

月の収穫にして

しまおうか。

・篠山の黒豆は，正月におせち料理の煮豆

にして食べるから１月の終わりに収穫し

たら間に合わないよ。

・早く収穫する方が，たくさん高く売れる

のかな。

仮説

の
検
証

５．ｎ月に収穫する理由を確

かめる。

〔｢合理的立場の視点：黒豆

作り農家の人々｣ の取得〕

▼予想を確かめる

ために，資料を

読み取ろう。

・篠山の黒豆のほとんど半分が，正月まで

に出荷されているね。

・12月までに出荷するのが，一番高く売れ

るね。

・農家は，できるだけ早く出荷して，正月

にたくさん高く売れるように考えている

ね。

資料３

黒豆の出荷

量と出荷価

格

資料４

農家の人の

出荷の話

説
明
的
知
識

の
習
得

６．学習のまとめを書く。 ▼農家の人々がｎ

月に収穫するわ

けを書きましょ

つｏ

・１月の収穫では，正月に間に合わないの

で，高く売れないことがわかったよ。

・農家の人々は，お金も手間もかかるけど，

消費者がほしいときに，収穫して売る方

がもうかるんだね。

習得する説明的知識「「黒豆作り農家の人々は，乾燥にお金や手間がかがっても，消費者が
-

ほしがる正月の時期に合わせて出荷すれば，たくさんの黒豆が高く売れるので，11月に

収穫している｡」（下線部は，匚需要と供給」の経済概念の獲得）

-
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VI　研究の成果と今後の課題

本研究では
，視点研究の成果に基づき，「‾情意

的立場の視点
」と匚合理的立場の視点」の二つの

段階に分類した上で
，探究過程における異なる

厂立場の視点
」の転換が概念を獲得する上で有効

であることを明らかにし
，授業モデルを構築した。

このことは
，これまで小学校社会科において批

判されてきた匚個人の行為レベルにとどまる理解
」

を克服することにとどまらず
，共感を匚情意的立

場の視点
」として，積極的に科学的な学習方法に

応用し
，社会全体レベルの説明へと導く探究過程

を構築
したことを意味する。

今後の課題は
，開発した授業モデルの有効欧の

実証とともに
，匚視点」の転換が，さらに広い分

野においても応用可能であるかを研究していくこ
とである。
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」

岩田
一彦編著『小学校社会科　学習課題の提案と授

業設計一習得
・活用・探究型授業の展開－』明治図

書, 2009, pp.22-35

－20－


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10

